
「
輝
宗
學
關
係
論
文
目
録
」

(
自
昭
和
+
四
年

一

月

至
昭
和
十
五
年

十
二
月
)

本
目
録
は
本
誌
第
二
十
九
號
所
載
目
録
の
後
を
受
け
て
、
最
近

二
年
間
に
磯
表
さ
れ
忙
繹
宗
學
關
係
の
軍
行
本
並
び
に
論
文
を
集

録
せ
る
も
の
、
固
よ
り
完
壁
を
期
し
難
い
が
、
略
々
斯
學
最
近
の

動
向
を
窺
ふ
に
足
ら
う
。
暉
宗
學
及
び
灘
宗
史
の
領
域
が
他
の
何

れ
の
佛
敏
の
部
門
に
も
増
し
て
廣
く
學
界

一
般
の
關
心
を
集
め
て

夢

ゐ
る
盛
観
は
、
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
集
録
論
文
の
掲
載
順
は
,

略
々
同
種
の
も
の
.
同
時
代
の
も
の
を

一
所
に
ま
と
め
た
の
で
、

必
し
も
稜
表
さ
れ
た
時
日
の
順
に
よ
ら
な
い
。
各
論
文
の
簡
軍
な

内
容
紹
介
を
試
み
て
斯
學
展
望
に
資
し
忙
い
豫
定
で
あ
つ
九
が
、

今
そ
の
鹸
裕
を
持
た
ぬ
た
め
、
後
日
に
護
る
事
と
し
た
。

(木
村
静
雄
記
)

「麗

票
教

理

關

係
」

〔軍

行

本
〕

、
「
東

洋

的

無
巳

久

松

眞

一
著

望

前
篇

後
篇

「
行

道

佛

激

學
」

第

二
篇

第
二
章

第

三
節

1一

菊

剣

二
九

八
頁

昭
和
+
四
年

+
二
児

定
僚
威
圓

八
拾
銭

東

京

弘

丈

堂

刊

東
洋

的

に
形

而
上
的

な
る
も
の

東

洋

的

無

眞

佛

の
所

在

聖
の
否
定

と
し

て
の
輝

輝暉
藝
術

の
理
解

灘

の

辮

謹

プ

ロ
テ
イ
ノ

ス

紳

と

創

燈

賓

主

未

分

(略

)

釘

宮

武

雄

著

菊

判

三
五
九
頁

昭
和

十
四
年
九
月

定
償
参
圓
滲
拾
饒

東
京
弘
丈
堂
爽
行

(
目

衣
)

頓
行
遺

の
種

々
相
と
木
質

直
誰
的
頓
行
道

輝
宗

(
臨
濟

宗
及
び
曹
洞
宗

)

南
」顛

(
A
直
齢謹
如
來
M地
漕
冊ー
B
頓
悟
頓
修

の
面
憲
沮
l

C
囲歴
奥
舗附

(
一
)

83



意
味

)

二

上
、

臨
濟
宗

(
A
公
案
繹

の
本
質
ー
B
公
案
拮

提

の
實

際
ー

C

公
案

の
用

〉

=

下
、
曹

洞
宗

(
A
本
謹
妙
修
i

B
貴
践
!
C
悟
と

の
關
係

)

三

行
道

の
本
質

(
A
敏
騨

の
相
違

鮎
ー
B

漸
行
道

と
の
相
違
黙
i

C
直
讃
的
頓

行
道

)

「
正

法

眼

藏

の

哲

學

私

観

」

田

邊

元

著

四

六
判

一
〇
四
頁

,
昭
和

+

四

年

五

月

定

債

九

拾

鏡

東
京
岩

波
書
店
獲
行

(
目

次
)

一
、
日
本
思
想

の
傳
統

乏
使
命

二
、
日
本

哲
墨
噸の
先
謙
恥漕
讐
兀
の
正
法
眼
藩
暫

三
、
漕
}得

の
繕
封
　媒
介
性

四
、
編
脚封

の
麻
臓史
性

五
、
時

の

経

歴

六
、
伽肥
謝
現
智
ハの
立
揚

せ

「
暉

思

想

の

構

逡
」

毛

利

與

一
著

定

慣

豊
圓
八
拾
鈍

京
都
河
原
書
店
嚢
行

(目

家
)

一
、
㎝一輝
と
現
代
の
生
活
感
情

P

(
二

)

二
、
老

輯拙

の
畠
然

主
義

三

、

自

然

主
義

の
紳

秘

性

四
、

自

然

と

人
間

五

、
老

蕪

に
於

け

る

暉

思
想

の
萌

芽

六

、
血老
曲欺
よ

"り
"騨

へ

七

、
直

観

と
概

念

八

、
實

験

九

、

心

+

、
自

己

岡

嚇
心

の
否

定

+

一
、
無

+

二

、

む

す

び

「
暉
の
了
解
と
現
代
哲
學
的
機
展
」

菊
…翻
四
ミ
山ハ
八
百
〔

定

慣

滲

圓

序
設

縄
「の
賠
㎜験
…と
思
抽
悟

哨
、
武

士

道

と

暉

ご

、
宗

教

と

現

代

三
、
漕
㌘
尤
藤
齪
㎝の
行
幽襯

四
、
輝

の

、
哲

學

五
、
佛
教
學

及
び
宗
學

の
前
途

六
、

正
法
輝

と
現
代
哲
學

本
論

日
本
輝
と
現
代
墓

的
葛
藤

山

口
等
樹

著

昭
和
十
五
年
七
月

.

東

京

理

想

肚

幽



七
、
輝

の
論

理
的
象
微
的
形
態

八
、
公
案

と
現
代

の
哲
學

九
、
坐
暉

の
哲
學
的
意
味

+
、
紙

管

打

坐

十

一
、
宗
敏
哲
學
的

に
見
た
る
日
本
精
沸

と
佛
敏

と

の
統

一
的
意
識

の

問
題
索
描

十
二
、

日

本

的

無

'
+
三
.
新

日
本
哲
學
と
騨

十
四
、
東
洋
的
世
界
魏

と
西
洋
的
世
界

観

十
五
、
佛
教

思
想

を
現
代
哲
學

へ
導

入
す

る
こ
と
に
封
す
る
論
難

の
批

剣

十
六
、
騨

の
哲
學

に
於
け
る
合
理
性

と
新
時
代

の
科
學

十

七
、
七
生
報

國

の
佛
法

「
暉

學

入

門
」

「
暉

堂

の
敏

育
」

「
暉
と
日
本
文
化
」

「
暉

の

鑑

賞
」

鈴
木

大
拙

著

東
京
大
東
出
版
祉
刊

同

東
京
三

友

肚
刊

同

東
京
岩

波
書
店
刊

(岩
波
新
書
之
内
)

伊
藤

康
安

著
、
東
京

第

「
碧
巖
録
大
講
座
」
+
赫

加
藤
咄
堂
述

東
京

卒

バ
内
13

14

15
無
門
巷
)

〔
雑

誌

論

文

〕

輝

の
行
的
方
法

の
特
質

に
就

い
て

柴
野

恭
堂

唄

書

房

凡

杜

宗
教

研
究
ニ
ノ
ニ

宗
教

紳
秘
主
義
論

・

輝

と
實
有

的
有
及
無

無

・

心

輝

¢
死

生
観

臨
濟
欄
一
よ
η
見

た
る
生
死

の
問
題

三
玄
三
要

に
就

て

臨
濟

の
四
料
棟

よ
η
根

器
分

別

に
及
ぶ
伊
藤

正
法

眼
藏

の
論
式

に
關
す
る

一
歴

史
齪
渡
淺

田
邊
元
博
士
著

「
正
法

眼
蔵

の
哲
學
私
観
」

層
永

正
法
眼
藏

の
哲

墨
一私
幽観
を
諮
隅
み
て

盲阿
山

正
法
眼
藏

に
關
す
る

二
三

の
近
著

に
就

い
て

根
本
佛
敏

よ
η
輝

へ

護

國

り
緯
典

さ
興
暉
め
意
義

護
國
風
ハ縄
叫の
理
諭

興

亜

と

輝

輝
と

東

洋

丈

化

東
洋
交
化

の
基
本
的
性
格

蕪
子

の
本
艦
組
…と
脚牌

「
美

術

、

東
洋

に
於
け
る
書
論

の
骨
酪

封 伊 中 宇 上 岸
本 藤 根 井 田 本

楳 古 愛 古 環 伯 大 英
雄 鑑 道 鑑 堂 壽 助 夫

岩 鰻
男 鳳

 

大
久
保
道
舟

柴 久 緒 柴 伊 日
野 松 方 野 藤 種

恭 虞 宗 恭 古 譲
堂 一 博 堂 鑑 山

 

久
須
本
丈
雄

経
濟

其

他
L小

笠
原
秀
實

(
三
)

宗
教
研
究

ニ
ノ

ニ

哲
學

研
究

二
八
〇

理

想

一
〇
二

佛
教
研
究
四

ノ

一

同輝
學
研
究

}論
○

暉
學
研
究

三
三

宗
教
研
究

ニ
ノ

一

宗
敏
研
究

一
え
三

思

想

二
〇
六

佛
敏
硯
究
三
ノ
四

85

襯岬

{示
五
ご
五
-
五
一一三

輝
學
研
究

三
二

輝
學
研
究

三
二

同輝
墨
研
究

三
四

同正
法
輪
八
砦
、
き
O

輝
學
硯
究

三
四



藤
愚
不
の
佛
像

に
就

い
て

輝

と

茶

這

「佗

」
の
瀞余
貼追
と
㎝陣

「力
回

希
」
閑

話

天
龍

寺
庭
園
築
造

の
経
緯

重 同 同 柴 伊
森 国 藤

古
鑑

同

全
慶

縄
學

研
究

三
二

暉

宗
五
三
四
-
五
三
六

灘

宗

五
四

蝋

三
鈴

皮
　

と
美
術

δ
・
四

暉
宗
敏
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
い
て

幅
揚

保
洲

輝
語
の
戸
籍
調

森

安
太
郎

暉
宗
學
關
係
論
丈
目
録
(
一
)

近
代
生
活
に
於
け
る
騨
堂
の
意
義

鈴
木

大
拙

「
支

那

暉
宗
史

關
係

」

〔
軍

行

本
〕

「
暉

宗

史

研

究
」

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ ー

宇

井

伯

菊
列
五
一
七
頁

定
債
金
四

圓

(
目

次

)

達

摩
と
慧

可
及
び
其
諸
弟

子

牛

頭
法
融

と
其
傳
統

乖
祀
弘
怨

の
法
嗣

五
祀
門
下

の
念
佛
騨

荷
灘
宗

の
盛
蓑

輝
學
硯
究

三
四

暉

宗
五
三
九

暉
簗
研
究

二
九

交
部
省
刊

教
學
叢
書
第
五
輯

壽

著
昭
和
十
四
年
十
二
月

東
京
岩
波
書
店
獲
行

(
四

)

第
六

北
宗
禅
の
人
々
と
教
設

第
"七

馬
「顧
臨追
一
と
石
頭
希
」遷

第
八

北

宗

残

簡

h
詔

弗
曹

渓
山

六
祀

師
壇

経
」

和
装
=
一五
頁

鈴

木

大
拙
校

訂

昭

和

+

五

年

四

月

京
都
梵
丈
佛
典
刊
行
會
刊

附
録

「
六
湘
脚壇
経
」
管
見

二
管
糊

第

日
、
加
賀
大
乗
寺
所
【
藏
撹
元
書
」
六
組
壇
継

に
つ
き

て

第
二
、
壇
経
及
び
恵
能

に
開
す

る
所
見

二
§

〔
雑

誌

論

文

〕

支
那
輝
宗
史
研
究

の
展
望

＼

初
期
膵
宗
史
と
心
性

の
問
題

・支
那
上
代

の
暉
瀞

双
修
思
想

と

其

の
起
源

元
代
条
修

の
展
望

藤
宗

の
傳
統
説

に
就

て

、

牛
頭
法
融

に
及

せ
る

三
論
宗

の
影
響

柵

伽

暉

北

宗

輝

絶

麹
論

(
緻
焼
出
土
)
撰
者
考

.

古
尊
語
鎌

に
つ
い
て

宇 關 同 同 久 鈴 岡 光 櫓 高
井 口 野 木 田 知 永 雄

伯 慈 芳 宗 賞 英 璽 義
壽 光 隆 忠 法 學 鳳 堅

支

那
佛
教
史
離

叢

ノ

一

佛
教

研
究

三
ノ
五

駒
大
佛
教
趨
報

九

駒

穴
實
践

宗
築

研

究
會

年
報

七

暉
墨
研
究

三
四

佛
教
研
究

三
ノ
六

宗

教

研

究

大
正
學

々
報
"
、世

岡同
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六
祀
及
び

六
胆
壇
輕
と
叢
元
輝
師

初
期

の
支
那
揮
宗

に
於
け
る
宗
教
盤

験

の
表

現
形
式

に

つ
い
て

古

清

規

考

教
藤

輔
致
説

に
封
す
る
疑
問

上 木 鈴 榑
田 村 木 林

 

礪
灘
講
罐
聯
蘭靴
顯
欝
宮

輝
定
寺

の
攣
遷

と
其

の
佳
俗

嶺
南
羅
脚俘
}山
　の
佛
教

輝
宗
史
上

に
於
け

る
径
山

の
研
究

「
大
宋

諸
山
圖
」
に
就

て

「
大
宋
諸
山
圓
」
に
就

て

三
痴教
調
和

の
過

程

王
陽

明
の
遊
歴
騨
刹
と

そ
の
藤
的

影
響

策
彦

和
街

の
入
明

の
寵
録

に
就

て

皓 白 白 同 同 古
山 石 石 田

 

久
須
本
丈
雄

久
保
田
量
遽

駒
大
實

践
宗
案
研

皓
堂

究
會
年
報

七

中
正

佛
教

砺
究
四

ノ
三

静
雄

輝
學

硯
究

三

一

大
助

宗
教
研
究

一
ノ
ミ

武
雄

佛
教
研
究
四

ノ
ニ

支

那
佛
教
史
學

紹
欽

三
ノ
ニ

佛
教

柑耕
究

三
ノ
六

宗
…教
研
究

ニ
ノ
三

虎
月

歴
史

地
理
茜

ノ
四

虎

月

輝

宗

五
三
八

丈
秀

輝
學
研
究

三
四

支
那
佛
教

史
學

ぜ
四

ノ
ニ

大

正
大
學

々
報
二
九

「
B
塞
暉
寮
史
關
係
」

〔箪

行

本
〕

「
道
元
暉
師
研
究
」
第

一
霧

伊

藤

慶

這
著

「
盤
蛙

の
不
生
暉
」
(教
養
交
庫
之
内
)
鈴
木
大
拙
著

東
京
弘
丈
堂
刊

●

「
椀

安

軒

語

鋒
〔

川
島

昭
隙

老

師
遺

稿
昭
和
+
五
年
+
月

美
濃
清
泰
寺
刊

〔
雑

誼

論

文

〕

撹
元

の
哲
學

と
實

践

日
本
佛
教

に
於

け
る
道
元

の
地
位

不

二
法
門

の
實
践
的
把
握
.

遣

元

と

現

代

濫
元
輝
師

の
行
襯

正
法
眼
藏

の
精
憩

…道
元

の
本

暫
ハと
襲
展

正
法
眼
藏

私
観

遣

元

随

感

遺
元

の
坐
輝
箴

に
就

い
て

鵬遣
元
脚
師

の
生
死
縣概

遣
元
輝
師
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